
の
大
部
隊
で
あ
っ
た
。
ド
ラ
ム
缶
を
つ
な
い
だ
よ
う
な
太
い
砲

身
、
魚
雷
の
よ
う
な
砲
弾
に
肝
を
つ
ぶ
し
た
が
、
無
線
通
信
の

特
技
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
早
速
暗
号
や
無
線
の
教
官
を
命
ぜ

ら
れ
、
小
柄
で
非
力
な
身
に
激
烈
な
砲
兵
教
育
を
受
け
ず
に
済

ん
だ
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

終
戦
の
時
、
部
隊
は
ソ
満
国
境
、
琿
春
の
八
道
河
で
陣
地
構

築
中
で
あ
っ
た
が
、
ソ
連
軍
戦
車
は
そ
れ
を
百
も
承
知
で
い
き

な
り
背
後
か
ら
侵
攻
し
て
き
た
。
指
揮
班
に
い
た
私
は
砲
の
始

末
が
ど
う
な
っ
た
か
も
憶
え
て
お
ら
ず
、
ア
レ
ヨ
ア
レ
ヨ
と
い

う
間
に
降
伏
。
歩
い
て
国
境
を
越
え
て
ソ
領
に
入
り
、
十
一
月

頃
貨
車
に
積
ま
れ
て
北
上
、
更
に
西
に
向
か
い
イ
ズ
ベ
ス
ト
コ

ー
ワ
ヤ
と
い
う
町
で
下
車
し
た
。
後
で
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
こ

こ
か
ら
北
へ
支
線
が
延
び
て
、
ク
レ
ド
ー
ル
、
テ
ル
マ
、
ウ
ル

ガ
ル
を
経
て
バ
ム
鉄
道
（
第
二
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
）
の
建
設
に
、

万
余
の
日
本
将
兵
が
従
事
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

鉄
道
路
盤
工
事
に
必
要
な
砂
利
降
ろ
し
が
主
な
仕
事
で
あ
っ

た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
は
工
事
用
の
ト
ラ
ッ
ク
や
ク
レ
ー
ン
等

は
も
と
よ
り
、
三
度
三
度
の
食
糧
ま
で
Ｕ
Ｓ
Ａ
製
で
あ
っ
た
こ

と
だ
っ
た
。

収
容
所
は
丸
太
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
、
ペ

ー
チ
カ
も
設
け
ら
れ
て
い
て
、
厳
寒
期
の
辛
さ
が
私
に
は
耐
え

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
が
薄
か
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な

幸
運
に
恵
ま
れ
た
せ
い
も
あ
る
。

入
所
し
て
間
も
な
く
、
炊
事
要
員
の
募
集
が
あ
っ
た
と
き
真

っ
先
に
手
を
挙
げ
て
、
翌
日
か
ら
炊
事
に
入
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
抑
留
生
活
の
最
大
辛
苦
の
一
つ
、「
飢
え
」
か
ら
救
わ
れ

た
こ
と
。
こ
れ
は
何
に
も
ま
し
て
天
与
の
至
福
と
思
わ
れ
、
抑

留
時
代
の
暗
い
印
象
か
ら
救
わ
れ
た
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ア
　
想
い
出
の
一
部
　 

岐
阜
県
　
加
藤
豊
　 

悲
惨
な
第
二
次
大
戦
開
戦
直
後
の
昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、

中
部
第
八
部
隊
へ
現
役
入
隊
し
、
満
州
第
五
六
部
隊
、
通
称
名

第
一
三
国
境
守
備
隊
へ
転
進
し
た
。
当
部
隊
は
、
黒
河
街
よ
り

ア
ム
ー
ル
河
上
流
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
の
流
深
部
を
国

境
と
定
め
、
岡
大
佐
統
率
の
下
に
歩
兵
四
個
中
隊
「
江
上
中



佐
」

、
砲
兵
二
個
中
隊「
吉
田
中
佐
」

、
工
兵
一
個
中
隊「
福
井

大
尉
」
の
計
二
千
人
弱
で
守
備
、「
侵
さ
ず
、
侵
さ
れ
ず
」
の

態
勢
に
あ
っ
た
。
近
く
に
は
関
東
軍
と
は
表
裏
一
体
の
青
年
義

勇
隊
が
あ
り
、
軍
事
教
練
を
は
じ
め
指
導
と
面
倒
を
見
て
い

た
。
な
お
、
満
州
の
国
境
全
線
に
は
一
七
国
境
守
備
隊
が
配
備

さ
れ
て
い
た
。

や
が
て
千
葉
陸
軍
野
戦
砲
兵
学
校
幹
部
候
補
生
隊
を
は
じ

め
、
移
動
を
重
ね
て
北
朝
鮮
平
壌
独
立
野
砲
一
〇
連
隊
へ
編

入
。
二
十
年
九
月
二
日
、
三
合
里
■
舎
へ
集
結
を
命
ぜ
ら
れ
、

四
個
中
隊
で
一
個
大
隊
千
人
の
大
隊
を
編
成
し
、
平
壌
付
近
の

作
業
に
出
役
。
三
月
末
に
至
り
、
日
本
海
側
の
興
南
へ
移
動
、

少
年
院
へ
収
容
さ
れ
、
同
港
よ
り
ポ
セ
ッ
ト
港
へ
上
陸
。
シ
ベ

リ
ア
大
陸
を
西
進
、
ア
ル
マ
ア
タ
に
下
車
。
建
設
関
係
を
は
じ

め
、
■
瓦
工
場
等
に
就
労
。
続
い
て
、
ソ
連
の
犯
罪
者
さ
え
恐

れ
た
カ
ラ
カ
ン
ダ
へ
移
動
し
た
。
ソ
連
で
は
第
三
位
の
炭
坑
で

あ
り
、
日
本
の
国
内
全
出
炭
量
よ
り
多
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
を
は
じ
め
、
各
国
の
抑
留
者
が
働
い
て
い
た
が
、
さ
す

が
に
ド
イ
ツ
人
は
優
秀
で
あ
る
と
感
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
当

時
、
ソ
連
の
警
備
兵
に
悪
質
者
が
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
射
殺
さ
れ
る
直
前
に
、
部
下
の
兵
長
と
私
の
信
用
し

て
い
た
バ
リ
ー
ス
と
い
う
監
督
に
助
命
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。や

が
て
待
ち
続
け
た
帰
国
の
時
期
が
訪
れ
、
昭
和
二
十
三
年

九
月
二
十
六
日
、
遠
州
丸
で
東
舞
鶴
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き

た
。
当
時
の
極
限
生
活
は
五
十
数
年
過
ぎ
た
現
在
で
も
夢
を
見

て
目
を
覚
ま
し
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

酷
寒
と
飢
え
と
重
労
働
に
耐
え
切
れ
ず
、
異
国
に
散
っ
た
戦

友
に
深
い
祈
り
を
捧
げ
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

抑

留

記
　 

静
岡
県
　
安
江
進
　 

私
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
富
士
宮
市
富
丘
国
民
学
校
高
等
科

を
卒
業
。
同
年
四
月
一
日
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
内
原
訓
練

所
に
入
所
、
三
カ
月
の
基
礎
訓
練
を
受
け
、
温
か
い
母
の
心
に

背
い
て
ま
で
も
大
き
な
希
望
に
燃
え
勇
躍
渡
満
し
、
旧
満
州
浜

江
省
一
面
坡
大
訓
練
所
に
入
所
し
た
。
そ
し
て
ま
も
な
く
同
年




